
 

第 37 回 近畿社会就労センター職員研修会 

令和 3 年度 奈良大会 開催要綱 

障害のある人たちとともに、新しい時代の働き方を考える 

 

 

■ 開催趣旨 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大によって新しい生活様式が求められ、今まであたりまえだった常識が

一変しました。今後、より便利な場所に多くの人が集まる都市型の生活が問われ、豊かさの価値観が変わ

っていくのではないでしょうか。しかし、こうした時代だからこそ障害のある人たちとの関わりから新し

い暮らしを提案できるのではないかと考えます。 

また、障害のある人たちの働く環境を守り、持続可能な状況をつくっていくには、事業所内での支援や

生産活動のあり方においても、これまでとは違う発想で環境や仕組みをつくっていくことが必要です。社

会全体が誰も経験したことのない現実に直面しているからこそ、今までにない新しい価値を生み出す可能

性について考えます。 

 

■ 開催概要 

 

□ テ ー マ  「障害のある人たちとともに、新しい時代の働き方を考える」 

 

基調講演    クリエイティブディレクター 

合同会社オフィスキャンプ 代表社員   坂本 大祐 氏 

 

リレートーク 若年認知症サポートセンターきずなや 代表 若野 達也 氏 

Good Job! センター香芝  ディレクター  藤井 克英 氏 

 

□ 主  催 近畿社会就労センター協議会・奈良県社会就労センター協議会 

 

□ 後  援 （予定）奈良県・奈良市・奈良県社会福祉協議会・奈良市社会福祉協議会 

 

□ 開催日時 2022年2月1日(火)13:30～17:00 

 

□ 開催場所 奈良県社会福祉総合センター ５Ｆ 大会議室 （後述のアクセス情報をご参照ください） 

 

□ 参加方法 会場にて参加 ＋ オンライン参加（zoom配信） 

 

□ 参加定員 60名（会場定員） + 100名（オンライン定員） 

 

□ 参加対象 近畿社会就労センター協議会加盟の障害者施設職員 など 

 

□ 参 加 費 会場にて参加・オンライン参加  

        近畿社会就労センター協議会 加盟・未加盟施設 

 

一律 1,000円/１名 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、オンラインのみ
．．

の開催に変更いたします。 



■ プログラム 

時間 内 容 

13:00 開場・受付 

13:30 

～ 

13:45 

開会式 / 主催者あいさつ・来賓挨拶 

13:45 

～ 

15:00 

【基調講演】 

クリエイティブディレクター 

合同会社オフィスキャンプ 代表社員 

LOCO association 代表理事  坂本 大祐 氏 

http://officecamp.jp/ 

https://localcowork.jp/ 

   

人口1,700人の奈良県東吉野村に2006年に移住。2015年 

国、県、村との合同事業、シェアとコワーキングの施設「オフィス

キャンプ東吉野」を企画。その後建築デザインを行い、運営も受

託。開業後、同施設で出会った利用者仲間と山村のデザインファーム「合同会社オフィスキ

ャンプ」を設立。奈良県はもとより、日本全国のデザインや企画をひき受けている。 

また 2018 年、同じようなローカルエリアのコワーキング運営者と共に「一般社団法人ロー

カルコワークアソシエーション」を設立、全国のローカルでコワーキング施設の開業をサポー

トしている。 

「地方在住クリエイター」の先駆けとして活躍する坂本さんに、中山間地域などの地方から

社会をかえていく実践について学ぶ。 

 

15：00 休憩 

15:15 

～ 

16：50 

【リレートーク】 「分野をこえたつながりが新しい価値を創造する」 

 

リレートーク①15：15～16：00 

若年認知症サポートセンターきずなや 代表 若野 達也 氏 

https://kizunaya-nara.org/ 

 

２００４年 精神科病院における高齢者認知症の人の社会的入院の長期化等に疑問を持ち、

認知症グループホーム「古都の家 学園前」を設立。 

２００９年 地域における若年認知症の人の生活環境の課題等を知り、制度の間にある問題

に向き合うため、「若年認知症サポートセンターきずなや」設立。 

２０１８年 孤立・孤独の発達障害者・若者達の存在を知り、当事者達と対話し、この時代の

苦悩や生きづらさの問題となる課題を解決する社会資源のなさを痛感、当事者達と共に孤

立孤独の解決に向けたプロジェクトをスタートさせる。 

 

高齢者認知症問題解決のための活動をする中で、「若年認知症」「地域農業」「発達障害」

「若者」の問題にぶつかる。分野を広げる、新しいことを意図的にチャレンジするということで

なく、高齢者認知症の問題を解決するための葛藤をする中で、この問題にぶつかり、地域共

生問題としてすり合わせをしながら、前に進んでいる状態での活動を継続中である。 

若野さんの活動をとおして、多様な人たちとともにある地域のあり方や働くことの意味を考え

る。 

http://officecamp.jp/
https://localcowork.jp/
https://kizunaya-nara.org/


リレートーク②16：05～16：50 

Good Job! センター香芝 ディレクター 藤井 克英 氏 

https://goodjobproject.com/ 

http://goodjobcenter.com/ 

https://newtraditional.jp/  

   

人となりのあるものづくりをテーマとして、2002 年よりたんぽぽの家で仕事に取り組みはじ

めた。商品製造や制作体験プログラムなどの企画開発のほか、デジタル工作技術と障害の

ある人のすぐれた手仕事や表現を組み合わせたものづくりに携わっている。 

2013 年から障害のある人とあたらしい仕事や働き方を提案する Good Job!プロジェクト

を展開。2016 年からは奈良県香芝市にオープンした Good Job!センターで、アート・デザ

イン・ビジネスをテーマに、障害のある人とデザイナー、クリエイター、企業と協働し、実践して

いる。 

現在は、福祉×伝統工芸の可能性に着目し、新しいものづくりのあり方や伝統工芸の可能性

を模索していくプロジェクト「NEW TRADITIONAL」に取り組んでいる。藤井さんとともに、

これからのものづくりのあり方と暮らしはどう関わるのか、障害のある人たちとの関わりのな

かから考える。 

16：50 

～ 

17：00 

 閉会式（次期開催地代表挨拶：大阪） 

 

■参加手順 ①WEB申込フォームから必要事項を記入のうえ、お申し込みください 

  ②期日までに参加費をお振り込みください（参加費：１，０００円/1名） 

  ③会場参加者は、会場へお越しください 

オンライン参加者は、Zoomでご入場ください 

（Zoomに参加するための「招待状」は後日メールでお送りいたします） 

 

■申込フォームは、以下の URLまたはQRコードからアクセスしてください 

  （または         のホームページの「お知らせ欄」に記載がございます） 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■注意事項 
□お支払いの領収書は、お振込時の控えを以て代えさせていただきますことをご了承願います 

□申込期日以降のキャンセルについては参加費の返金は致しません 

□キャンセルによる返金にかかる振込手数料はご負担ください 

□申込時にいただいた個人情報は適切に取り扱う事とし、当職員研修会運営のみ使用いたします 

 

申込フォーム URL ： https://onl.tw/kku4VgV   

申込期日・振込期日 ： 2022年1月21日 （金）➡1月25日（火） 

〔連絡先：近畿セルプ協 事務局 (担当:神﨑)〕 

大阪府社会福祉協議会 施設福祉部内 

Tel:06-6762-9001／Fax:06-6768-2426 

Mail: selp@osakafusyakyo.or.jp 

緊急連絡先：090-3355-7091（大会当日のみ有効） 

〔参加費 振込先〕 

銀 行：りそな銀行 大手支店 

口 座：普通預金 5428107 

名 義：社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 

セルプ部会 大下
おおした

 芳
よし

典
のり

 

QRコード 

大阪府社会福祉協議会 施設福祉部 

https://goodjobproject.com/
http://goodjobcenter.com/
https://newtraditional.jp/
https://aff60c26.form.kintoneapp.com/public/00086d1599b39330481ae5be2238bd4f6da039e85530b99e2239b472bd8cb440
mailto:selp@osakafusyakyo.or.jp
http://www.osakafusyakyo.or.jp/sisetsu/
http://www.osakafusyakyo.or.jp/sisetsu/

